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平成 26 年 10 月 31 日 

 

士幌町長 小 林 康 雄 殿 

士幌町環境マネジメントシステム 

監査チーム 

主任監査員  東村 達夫 

副主任監査員 房谷 和夫 

副主任監査員 鈴木 典人 

副主任監査員 守屋 有 

 

 

 

環 境 監 査 報 告 書 
 

 

 

 

ＬＡＳ－Ｅ実施項目の監査結果について、以下のとおり報告いたします。 

 

１．監査日程 

平成 26年 10 月 30 日(木)、31 日(金) 
 

２．監査対象 

本庁舎：10 実行部門、外部施設：19 実行部門、計 29 実行部門 

および環境政策推進本部長、副本部長、事務局 
 

３．LAS-E 監査内容 

【共通実施項目監査】 

① 第１ステージ 

1-1～1-30（1-12,1-23,1-30 を除く）計 27 項目 

 

② 第２ステージ 

2-1～2-9、2-11～2-15、2-18～2-22 計 19 項目 
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４．総合所見 

今回は第 2 ステージに取り組んで 2 回目の監査となります。町民監査員の熱心で適切な監

査と、役場職員の皆様の手厚いご協力により有効な監査を実施することができました。 
 
全体的に見ると、第１ステージ及び第２ステージ第 1 ステップのすべての項目で良好と判

定され、特に第１ステージにおけるエコアクションの項目（主に省エネルギー、省資源関係

の日常的な取り組み）は昨年に引き続きよく実施され、基本的な環境配慮は役場内に浸透し

ていることが確認できました。 
全体で優れた取組（◎）は３つですが、第 2 ステージ的な取組に視点を当てて評価したこ

とや、良い内容ではあるがもう一歩という取組が多かったことなどによるものです。 
第１ステージはほとんどの項目で実施率 100%でしたが、「各職場において環境配慮に独自

の工夫をしており、職員がこれを理解し実践している」が 94%でした。これは優れた取組が

あったものの「環境配慮行動の記録表」の記載がないものがあった点（改善要望△2 件）が

惜しまれます。 
第 2 ステージでは、環境関連の施策・事業の充実や、関連施設にも環境配慮が浸透してい

たことなど、優れた点が多く見られました。 
特筆すべきは、メガソーラーの設置や町内の街路灯の LED 化（85%が予定されている）な

どの新エネルギーの積極的な導入や森林作りなど大変前向きな取組が、町民の意見に耳を傾

ける中でトップマネジメントの決断で実施されていることです。 
こうした先進的な取組と職員によるきめ細かな環境配慮は、住民の意識向上とともに、地

域環境の大きな改善につながると期待されます。 
一方、課題は「遵守すべき関係法令の洗い出しとその定期的な見直し」に関して、必要な

様式が周知不足等で作成されていない学校や保育所が散見されたことで、これは前回に引き

続いての改善要望です。施設の管理や法律等の遵守は重要であり、所管部署や事務局からの

十分な説明や管理手順等の整備などが望まれます。 
 

第 2 ステージに入り、地域全体を対象とした取組が求められ、役場からの町民への積極的

な働きかけや町民の協力による役場との協働が一層重要になってきます。基本方針に謳われ

ている「環境配慮を優先した地域づくり」「自然との共生・調和した町」「ふれあいユートピ

アしほろ」の実現のため、また、環境基本計画の適切な実行のため、今後の一層の躍進に期

待いたします。 
 
 

 
 



 3

５．共通実施項目評価結果 
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実施率(監査項目に対する◎または○の個数の割合)が 

80％以上なら○、60％～80%なら△、60%未満なら×と評価 
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（参考）「規格別」実施率算定資料 
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（参考）「設問別」実施率算定資料 

 
（※事務局監査分を除いた各課・施設への監査結果を集計） 

 

 


